
消
防
団
と
は

　
消
防
団
は
、
火
災
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
風
水
害
、
地

震
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
対
し
て

消
防
署
と
連
携
し
て
対
応
に
当
た
り
ま

す
。

　
消
防
団
員
は
、
常
勤
の
消
防
職
員
が

勤
務
す
る
消
防
署
と
は
異
な
り
、
日
ご

ろ
は
そ
れ
ぞ
れ
が
職
業
を
持
っ
て
働
い

て
い
ま
す
。

　
火
災
や
大
規
模
災
害
発
生
時
に
自
宅

や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け
付
け
、
そ
の

地
域
で
の
経
験
を
生
か
し
た
消
火
活

動
・
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
身
分
・
待
遇

　
消
防
団
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
で
す
。
年
額
報
酬
や
退
職
報

償
金
、
出
動
手
当
が
支
給
さ
れ
、
公
務

員
災
害
補
償
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

消
防
団
の
構
成
は

　
成
田
市
消
防
団
の
構
成
は
、
12
分

団
・
97
カ
部
で
、
構
成
員
は
1
、
4�

3�

0
人
で
す
。
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動

車
1
台
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
19
台
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
77
台
の
消

防
車
両
を
配
備
し
活
動
し
て
い
ま
す

（
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）。

日
ご
ろ
の
活
動
は

　
消
防
団
員
の
仕
事
は
災
害
活
動
と
災

害
以
外
の
活
動
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ

の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

災
害
活
動

◦
火
災
の
消
火
活
動

◦
火
災
鎮
火
後
の
警
戒

◦
風
水
害（
台
風
・
集
中
豪
雨
・
洪
水

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
り
ま
す

近
年
、
全
国
で
風
水
害
・
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
多
発
し
、

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
員
の
活
動
は
、
災
害
に

強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

わ
が
成ま

田ち

の
消
防
団

❶規律正しい部隊行進（消防出初め式）❷堤防決壊の対処法を実践（水防演習）❸訓練の成果を競う（消防操法大会）

❶

❷ ❸
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な
ど
）の
警
戒

◦
震
災
時
の
消
火
活
動
、
人
命
救
助
、

避
難
誘
導

◦
崖
崩
れ
・
地
滑
り
な
ど
の
警
戒

災
害
以
外
の
活
動

◦
地
域
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た

め
の
火
災
予
防
な
ど
の
啓
発
活
動

◦
火
災
が
多
発
す
る
時
期
や
火
災
予
防

週
間
な
ど
に
警
戒
活
動

◦
災
害
の
発
生
に
備
え
、
消
火
活
動
や

人
命
救
助
の
訓
練

◦
出
動
に
備
え
、
資
機
材
の
点
検
・
整

備本
市
の
火
災
状
況

　
平
成
26
年
の
総
火
災
件
数
は
62
件
で
、

そ
の
内
訳
は
建
物
火
災
28
件
、
林
野
火

災
4
件
、
車
両
火
災
5
件
、
そ
の
他
火

災
25
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
約
6
日
に

1
件
の
割
合
で
火
災
が
発
生
し
て
い
て
、

延
べ
1
、
2
3
9
人
の
消
防
団
員
が
出

動
し
ま
し
た
。

　
過
去
10
年
間
の
市
内
の
火
災
件
数
推

移
と
、
平
成
26
年
の
消
防
団
員
出
動
人

員
は
図
1
・
表
1
の
通
り
で
す
。

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す

　
災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
に
は
、

多
く
の
人
の
力
が
必
要
で
す
。
市
内
在

住
の
18
歳
以
上
で
、
熱
意
の
あ
る
健
康

な
人
な
ら
誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
、

新入団員の知識や技術の向上を図る（消防団夏季訓練）

表1 平成26年の消防団員出動人員

種別 出動人員

建物火災 379

林野火災 82

その他火災 412

誤　　報 366

合　　計 1,239

図1　過去10年間の市内の火災件数推移
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2525 気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
消
防
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
9
0
）へ
。

　夜に地域を見回って火災などの警
戒をする「夜警」を小さいころからよ
く見ていたので消防団は身近な存在
でした。
　日ごろから消防団が行っているポ
ンプの水出しや防火水槽の点検、家
庭の消火器点検などは、万が一火災

が起きても被害を最小限にできるた
め、実際に火災現場に出動してその
大切さを実感しました。
　近年、消防団員の人材不足や高齢
化が全国的な課題となっています。
消防団員は決して特別なことをして
いるわけではありません。地域のた
めに貢献したいという若者が多く入
団してくれるとうれしいです。

自分たちのまちは自分たちで守る

成田市消防団第1分団
第4部 団員

（郷部）
加瀬間 俊行さん

消防団員インタビュー
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